
ほけんだより 
６月 1日から学校が再開しました。分散登校となりますが、通常の生活まではあと少しの辛抱です。 

せっかく再開した学校生活が、このまま続くように一人一人が、感染症対策に心がけましょう。 

～一人一人ができる感染症対策は？～  

感染経路の中心は飛沫感染及び接触感染です。人と人との距離をとること（Social distancing;社会的 

距離）、外出時はマスクを着用する、家の中でも咳エチケットを心がける、さらに家やオフィスの換気を

十分にする、十分な睡眠などで自己の健康管理をしっかりする等で、自己のみならず、他人への感染を

回避するとともに、他人に感染させないように徹底することが必要です。（首相官邸 ホームページより） 

 

■「3つの密（密閉・密集・密接）」の回避 

  

  

                                                                           

 

 

 

 

■手を洗いましょう！ 

・マスクは、必ず着用してください。 

・久しぶりの友達との再会ですが、会話をする時は距離を離してしましょう。 

・昼食は自分の席で、前を向いて静かに食べましょう。 

・電車やバスの中でも、必ずマスクを着用し、会話は慎みましょう。 

・ 



■手を洗いましょう！ 

ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れることにより、自分の手にもウイルスが付着している 

可能性があります。外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに石鹸で手を洗いましょう。 

アルコール消毒をしましょう。洗っていない手で目や鼻、口などを触らないようにしてください。 

 

■咳エチケットを守りましょう！ 

咳エチケットとは、感染症を他者に感染させないために、咳・くしゃみをする際、マスクやティッシ 

ュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえることです。 

 対面で人と人との距離が近い接触（互いに手を伸ばしたら届く距離でおよそ２ｍとされています）が、   

一定時間以上、多くの人々との間で交わされる環境は、リスクが高いです。感染しやすい環境に行くこ 

とを避け、手洗い、咳エチケットを徹底しましょう。 

 

 

※詳しくは、厚生労働省 HP をご覧ください。 


